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阪 神 甲 子 園 球 場 

 

阪神甲子園球場・銀傘拡張構想 

「歴史と伝統の継承」、「サステナビリティ」 をコンセプトに 

新たな１００年も日本中の方々に親しまれ、愛される球場、 

世界の人々を魅了し、訪れたくなるスタジアムを目指します。 

 

 阪神電気鉄道株式会社（本社：大阪市福島区、社長：久須勇介）が運営する阪神甲子園球場では、 

１９２４年８月１日の開場以来、継続的に改良を重ねながら新たな価値を創造し、我が国における野球

の聖地として歴史を紡いできました。なかでも近年は、安全性の向上や快適性の向上と併せて「歴史と

伝統の継承」を基本コンセプトに、様々な改修に取り組んでいます。 

   

※近年の主な改修工事 

    ２００８年～  球場本体のリニューアル（３期に分けて実施し、２０１０年に完了） 

※太陽光パネルの設置や雨水利用（銀傘に降った雨水の活用）などサステナ

ブルな取組みを開始 

    ２０１０年   甲子園歴史館の開業 

    ２０１９年   メインビジョンのリニューアル  

    ２０２２年   スタジアム照明のリニューアル（LED化） 

              甲子園歴史館の移転拡張（「甲子園プラス」の開業に伴い実施） 

  

 この度、観戦環境の更なる改善を目的に、銀傘（内野の一部座席を覆う屋根）をアルプススタンドま

で拡張する構想を推進することとなりましたのでお知らせいたします。戦前にアルプススタンドまで覆

っていた銀傘（当時は「大鉄傘」と呼ばれていました。）は、太平洋戦争による金属供出のためすべて取

り外されて以降、徐々に復活、拡張してきましたが、「歴史と伝統の継承」のコンセプトのもと、この度

完全復活させる構想です。 

 

 本構想は、グラウンドでプレーする選手と同様にアルプススタンドで熱戦を繰り広げる学校応援団の

観戦環境を改善することにより、友情・連帯そしてフェアプレーの精神を旨とする高校野球の聖地とし

て、これからも阪神甲子園球場が進化を続けることで、高校野球文化の継承を図るものです。 

 

 新たな１００年に向けて「サステナビリティ」をコンセプトとして加え、将来に亘って日本中の方々

に親しまれ、愛される球場、世界の人々を魅了し、訪れたくなるスタジアムを目指します。 

  



アルプススタンドまで覆っていた当時の様子（１９３１年頃の様子） 

 

 
 

 

 

現在、１００年前の施工者でもある株式会社大林組に設計業務を委託し、構想の具現化にむけて検討

を進めており、現時点では着工、竣工時期含め、具体的な計画は未定です。実施および詳細が決まれば、

改めてお知らせいたします。 

以上 

 

 

 

 

 

 

 

写真提供 朝日新聞社 

所蔵 阪神電気鉄道㈱ 



※掲載写真の無断転載はお断りします。 

参考：銀傘の歴史 

 

1924年(竣工時)～ ： 内野スタンドの両端まで を覆う。当時は「大鉄傘」と呼ばれていた。 

  

 

 

1931年～      ： アルプススタンドまで拡張（1929年にアルプススタンドを増築） 
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写真提供 朝日新聞社 

写真提供 朝日新聞社 所蔵 阪神電気鉄道㈱ 



1943年～     ： 太平洋戦争のさなか、金属供出のため、すべて取り外された。  

 

1951年～      ： 内野スタンドの一部分 を覆うように復活  ※1982年にアルミ合金製にリニューアル 

  

 

2009年～       ： 内野スタンドの両端まで を覆うように拡張（ガルバリウム鋼板製） 
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写真提供 朝日新聞社 


